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貝類（陸産） ＜柄眼目 キセルガイモドキ科＞ 愛知県：準絶滅危惧 （国：リスト外） 
GASTROPODA (Land) ＜STYLOMMATOPHORA ENIDAE＞ AICHI：NT （JAPAN：－） 

キセルガイモドキ Mirus reinianus (Kobelt) 

 
【選定理由】 
 本種は本州から四国、九州に広く分布す
るためか、分布域の狭い種が多い陸産貝類
においては、あまり注目されない種であり、
環境省のレッドデータブックにも掲載さ
れていない。しかし、古くから各地域型（亜
種）も知られており、また形態や生態にお
いても地域ごとに差異が認められ、分類学
的な再検討が必要な種である。従って、県
単位と言うような地域ごとの個体群の保
全もないがしろにはできない。本種は、愛
知県内では山地を中心に分布するが、生息
地は元々少なく（野々部ほか, 1984）、生息
域も分断している。また生息地における個
体数も概して非常に少なく、かつて多産地
として著名であった豊橋市の石灰岩地で
ある石巻山においても、著しい減少傾向が
確認されている。将来的に絶滅危惧に移行
する危険性がある種と評価された。 

【形 態】 
 殻長 25–32 mm 程度、殻は細長く、螺塔
は高く、螺層数 7–9 層、外見が近似するキ
セルガイ科貝類とは異なり右巻き。成長脈
は弱く、殻表には微細な隆起があり、弱い
光沢がある。外唇は肥厚し白色で光沢が強
い。若い個体の殻は淡茶褐色で、老成個体
では殻皮は脱落し、灰白色になる。県内で
も産地によって殻の大きさには変異が認
められる。石巻山産個体は概して大型にな
り殻質も厚く、殻口も厚く肥厚する。 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 愛知県内の分布域は広いが生息地は少なく、古くから石巻山、嵩山、越戸、鳳来寺山、定光寺などが知られ
ている（野々部ほか, 1984）。また東三河山間部（木村・中根, 1966）から豊橋市にかけて生息が確認されてい
るが、生息地は少なく、生息面積も小さい。平野部での生息は確認されていない。 
【世界および国内の分布】 
 日本固有種。本州、四国、九州に広く分布する。地域により貝殻形態や生態等に差異が認められる。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 本種は山地の自然林内の落ち葉や朽ち木の下、石灰岩地の石の下などに生息する。愛知県産の個体は石灰岩
の壁などに付着する事はあるが、樹幹にはほとんど登らない。和歌山県南部、高知県の個体群は、愛知県産と
比べると小型で、樹上に高く登ることも多い。卵生であることは知られているが、生活史等についてはほとん
ど知られていない。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 現在の生息状況については、【選定理由】の項参照。減少の要因としては、近年の夏季の高温化に伴う森林環
境の乾燥化、開発による生息環境の消失などが考えられる。石巻山の個体群は、伊勢湾台風以降他の陸産貝類
と共に減少傾向が指摘されているが（野々部ほか, 1984）、2000 年代初めと比べても本種の近年の減少傾向が著
しい。石巻山における近年の減少傾向についての原因は不明である。 

【保全上の留意点】 
 上述した生息環境の保全が必要である。 

【特記事項】 
 環境省のレッドデータブックには掲載されていないが、福岡県（2014）では絶滅危惧Ⅱ類、その他 10 以上の
都道府県版レッドデータブックに掲載されている。 
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